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同 

ま
た
長
く
樂
會
の
壇
上
に
相
見
ざ
る
も
の
を
、
當
代
ピ
ヤ
ノ
の
好
寵
兒
橘
絲
重
女
史
と
な
す
。

敢
て
問
ふ
、
女
史
ま
た
幸
に
健
在
な
り
や
否
や
。
聞
く
が
如
く
ん
ば
、
君
の
胸
中
常
に
詩
想
の

混
々
と
し
て
流
れ
盡
き
ざ
る
も
の
あ
り
。
憂
思
綿
々
、
絶
え
ず
襟き

ん

を
潤
ふ
す
と
か
。
今
や
樂
界

そ
の
人
あ
り
が
如
く
に
し
て
、
し
か
も
詩
的
宗
教
の
素
養
を
欠
く
も
の
、
比
々
然
ら
ざ
る
は
な

し
。
こ
の
時
に
當
り
て
、
世
の
女
史
に
嘱
す
る
や
實
に
大
な
り
。
徒
に
拱
手
退
隱
し
て
、
浮
き

身
に
人
生
の
哀
れ
さ
を
か
こ
つ
の
み
、
ま
こ
と

ヽ

ヽ

ヽ

樂
人
の
能
事
な
ら
ん
や
。
人
生
の
不
平
と
人
事

の
多
恨
と
を
其
指
に
宿
と
し
て
彈
す
べ
し
。
而
し
て
樂
臺
に
神
來
の
聲
あ
ら
し
む
べ
し
。
一
陽

來
復
し
て
春
笑
は
ん
と
す
る
時
、
櫻
花
靑
葉
い
ろ
豐
か
な
る
忍
が
岡
の
樂
堂
に
、
そ
れ
再
び
君

を
見
る
こ
と
を
得
ん
か
。
徒
に
人
の
世
の
錯
誤
多
き
に
欺
か
れ
て
、
自
ら
棄
つ
る
こ
と
な
く
、

愼
ん
で
自
愛
せ
ら
れ
よ
と
い
ふ
。
時
や
寒か

ん

に
近
し
、
漫
り
に
も
と
め
て
衰
ふ
る
を
や
め
よ
。 

  

【
入
力
者
注
】
記
事
の
著
者
名
が
「
同
」
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
前
の
記
事
の
著
者
「
有
美
」

の
こ
と
で
す
。 

 

初
出
・
底
本
：「
女
學
雜
誌
」 

 
  

明
治
三
十
二
（1

8
9

9

）
年 

十
二
月
二
十
五
日
發
行 

 
 

 
 

 
 

入
力
：
小
林 

徹 
 

 
 

 

公
開
：
令
和
六(2

0
2

4
)

年
二
月
十
三
日 

修
正
：
令
和
六
年
二
月
二
十
九
日 

 
 

橘
糸
重
【
資
料
リ
ス
ト
】
に
戻
る
。 

 

http://carlschuricht.com/itoe/itoe-links.htm

